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論文内容の要旨 
［研究の目的］本研究は，退院が可能だと判断されながらも長期入院している長期入院精神障
害者（以下，クライエントとする）への精神科ソーシャルワーカーによる退院援助の実践プロ
セスを明らかにすることを目的とした． 
［研究方法］調査協力を得られた精神科病院での実践経験が 5 年以上の 17 名の精神科ソーシ
ャルワーカーに半構造化面接を実施した．データは逐語録にしたうえで，修正版グラウンデッ
ド・セオリー・アプローチ（以下，M－GTAとする）を用いて分析した． 
［結果］M－GTA を用いた分析の結果，35 概念，14 サブカテゴリー，6 カテゴリーを生成し
た．精神科ソーシャルワーカーがクライエント自身による退院の意思決定を支えるプロセスと
は〈クライエントが本来持つ力を退院援助の起点に据える〉ことと〈クライエントの人生全体
を見通す視点をもって援助にかかわる〉こととを基盤とする．ところが，スムーズにはこぶわ
けではなく〈足踏みする退院援助〉という状況に立たされる．しかし，その状況のなかでこそ，
丁寧なかかわりに立ち返り〈一人ひとりとひらかれた関係をつくる〉ことに取り組んでいく．
そのかかわりが〈成功体験を積み重ね自信と安心につなげる〉ことにつながり，クライエント
が〈自信を持って退院の決心がつくように後押しする〉状況作りにつながっていることが示唆
された． 
［考察］精神科ソーシャルワーカーによる退院援助実践が，ひらかれた関係性をもとにして，
院外での成功体験の蓄積と院外の人とのつながりの形成をサポートすることによって，クライ
エントが本来持っている力を引きだしクライエント自身による「退院の意思決定」を支えてい
るプロセスであることを見出すことができた．このことから，クライエントへの精神科ソーシ
ャルワーカーによる退院援助は，エンパワメントアプローチによって説明することが可能とな
ること，退院援助においてはクライエント自身による「退院の意思決定」を支える援助実践で
あること，クライエントの趣味趣向を把握し体験の機会を提供することを明らかにできた． 
［総合考察］長期入院状態にあったクライエントへの退院援助においては，①クライエントと
の相互性を意識したクライエントとの関係性を基盤としていること，②退院援助ではクライエ
ントによる「退院の意思決定」を支える実践であることが重要となること，を明らかにするこ
とができた． 
審査結果の要旨 
「長期入院精神障害者の『退院の意思決定』を支えるソーシャルワーク実践に関する研
究」は，退院が可能だと判断されながらも長期入院している長期入院精神障害者（以下，クラ
イエントとする）への精神科ソーシャルワーカーによる退院援助の実践プロセスを明らかにし
た博士論文である． 
精神科病院での実践経験が5年以上の17名の精神科ソーシャルワーカーに半構造化面接を実
施し，データを逐語録にしたうえで修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（M－GTA）
を用いて分析した． 
分析の結果，35概念，14サブカテゴリー，6カテゴリーを生成した．精神科ソーシャルワー
カーがクライエント自身による退院の意思決定を支えるプロセスとは〈クライエントが本来持
つ力を退院援助の起点に据える〉ことと〈クライエントの人生全体を見通す視点をもって援助
にかかわる〉こととを基盤とする．ところが，スムーズにはこぶわけではなく〈足踏みする退
院援助〉という状況に立たされる．しかし，その状況のなかでこそ，丁寧なかかわりに立ち返
り〈一人ひとりとひらかれた関係をつくる〉ことに取り組んでいく．そのかかわりが〈成功体
験を積み重ね自信と安心につなげる〉ことにつながり，クライエントが〈自信を持って退院の
決心がつくように後押しする〉状況作りにつながっていることが示唆された． 
これらの結果から，精神科ソーシャルワーカーによる退院援助実践が，ひらかれた関係性を
もとにして，院外での成功体験の蓄積と院外の人とのつながりの形成をサポートすることによ
って，クライエントが本来持っている力を引きだしクライエント自身による「退院の意思決定」
を支えているプロセスであることを見出すことができた．このことから，クライエントへの精
神科ソーシャルワーカーによる退院援助は，エンパワメントアプローチによって説明すること
が可能となること，退院援助においてはクライエント自身による「退院の意思決定」を支える
援助実践であること，クライエントの趣味趣向を把握し体験の機会を提供することを明らかに
している． 
さらに，長期入院状態にあったクライエントへの退院援助においては，①クライエントとの
相互性を意識したクライエントとの関係性を基盤としていること，②退院援助ではクライエン
トによる「退院の意思決定」を支える実践であることが重要となること，を明らかにしている． 
精神保健福祉をめぐるわが国の状況は刻一刻と変化しており，近年では，若いクライエント
の多くは短期間で退院をしている．しかしながら，まだ長期入院をしている高齢のクライエン
トも多く存在している．その退院支援の実践プロセスを明らかにしたことは意義があると考え
る．特に長期入院のクライエントの場合，二次的な障害としてより多くの「退院の困難」を抱
えている．そのため，単純な支援ではなくクライエントとの関係性を重視した，支援の形を示
すことができている． 
 
 以上により，本学位審査論文は，学術的創造性や独創的を備え，学位授与の水準を満たして
いると考えられた．よって，学位審査委員会は学位申請者 高木健志 氏が，博士（社会福祉
学）の学位を授与される資格があるものと認める． 
